
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
八
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
及
び
今
後
の
施
策
の
実
施
に
当
た
り
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
要
望
及
び
意
見
に
配
慮
し
つ
つ
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
原
因
事
業
者
で
あ
る
カ
ネ
ミ
倉
庫
へ
の
支
援
が
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
生
活
の
質
の
維
持
向
上
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ

う
、
カ
ネ
ミ
倉
庫
の
事
業
の
実
施
状
況
等
を
十
分
に
把
握
し
、
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

二
、
健
康
実
態
調
査
及
び
健
康
調
査
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
高
齢
の
患
者
等
の
負
担
の
軽
減
に
配
慮
す
る
こ
と
。

三
、
診
断
基
準
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
事
件
当
時
の
同
居
家
族
で
健
康
被
害
を
受
け
た
者
が
、
家
族
内
で
認
定
結
果
が
分

か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
診
断
基
準
を
拡
大
す
る
方
向
で
速
や
か
に
結
論
を
と
り
ま
と
め
る
よ
う
、
油
症
治
療
研
究
班

に
要
請
す
る
こ
と
。

四
、
本
法
に
基
づ
く
施
策
が
、
そ
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
、



原
因
事
業
者
で
あ
る
カ
ネ
ミ
倉
庫
、
被
害
者
の
三
者
に
よ
る
定
期
的
な
協
議
の
場
を
設
け
る
こ
と
。

五
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
に
関
す
る
施
策
が
総
合
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
そ
の
他
関
係
省
庁
に
よ

る
定
期
的
な
協
議
の
場
を
設
け
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


